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げ応力の関係を 1 次から 3 次までの３つのモードについて明らかにする。特に梁-線材理論による解析解
と数値計算を比較して妥当なことを示す。 
 第 6章では，疲労損傷を評価する手法について述べる。本章は，これまでの確率モデルと，レインバイ
ブレーションの実験結果，ケーブルの振動モデルを総合的に組み合わせ，第 2章で提案された３つの確率
モデルがケーブルの疲労損傷から見てどのように異なるかを検討する。 
 第 7章では，これまでの章のまとめであり，ケーブルのレインバイブレーションによる疲労損傷に対す
る評価手法の指針を与える。 
 以上，本研究は，詳細な検討が行われた事例は極めて少ないレインバイブレーションの組織的な実験条
件の組み合わせの膨大なデータを明らかにし，気象条件として風速と降雨量だけではなく，風向に関する
情報も考慮するなど，より詳細なデータを扱う計算を行った結果，従来は，評価が困難であったより現実
に近い条件でのケーブルの疲労損傷の評価を可能にした。ケーブル構造物の耐風設計に新たな可能性をも
たらすもので，耐風設計における学術的，実務的な大きな貢献が期待できる。 
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